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第一次世界大戦期の跡見女学校
第一次世界大戦（1914 年 7 月～ 18 年 11 月）から百周年を迎えた近年、2014 年
から 18 年にかけて、欧州を中心に様々な記念式典が催され、歴史を振り返る関連
図書の発行が相次いだ。日本もその例外ではない。開戦当時、日本では第二次大隈















































































もうかがえる。1891 年（明治 24 年）、尋常中学校の一種として女学校が認められ
てから、女子教育に関する規則が相次いで定められていった。1899 年（明治 32 年）
に高等女学校令が出され、女子教育が制度化されていく。こうした流れに抗して、
独自のカリキュラムに基づく教育に取り組んでいた。




となるのは、第二次世界大戦中の 1944 年（昭和 19 年）だから、かなり頑強に独自
路線を守っていたといえるだろう。
跡見花蹊は、第一次世界大戦参戦当時の首相だった大隈重信とは、長く親交を
保っていたようだ。同書第 4章によると、跡見花蹊は、1909 年（明治 42 年）、古
希を迎えた。同年 5月、花蹊の古希と跡見女学校創立 35 周年を記念して祝賀会が
開かれた。大隈重信はこの席で演説を行い、「女子に必要なる優美の気象を、其独
特の美術の手腕によって学生に備へられたと思ふ」などと、花蹊の教育を称えてい




































例えば、「婦人と時勢」（1914 年 6 月 10 日付）と題する論評記事は、女性が積極
的な生活を試みるよう、鼓舞している。
「今日の時勢は、ある程度まで婦人が自由にその才能を伸ばすに不都合のないよ
うになりつつある。婦人が、多年の消極的生活から脱出しきって、徐々に積極的生
活に移りゆく、その試みの舞台として、職業に従事することは一番適当なことであ
ろう。また、職業──殊に複雑なる職業に成功しうるほどの婦人でなくては、主婦
としても、母としても、これからの家庭生活を、完全に経営してゆくことは不可能
だという言うことが出来る」
こうした記事をみると、百年前の当時も現代も、女性の社会進出が大きなテーマ
となっていることに変わりないことがわかる。断片的な記事の数々ではあるが、当
時の世相を反映した女子教育の一端をうかがい知ることができる。
